
「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
」  

仕
事
と
生
活
、
ど
っ
ち
も
充
実
!

S t e p  4

「
派
遣
で
働
く
こ
と
の
満
足
度
」 

自
ら
選
択
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
!

G o a l  !!

遣
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
派
遣
先
企
業
に
出
向
き
、
決
め
ら

れ
た
期
間
で
自
分
の
能
力
を
発
揮
し
て
働
き
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
が
あ
る
中
で
、
派
遣
は
与
え
ら
れ
た
期

間
内
で
の
人
間
関
係
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

円
滑
な
付
き
合
い
方
が
で
き
る
人
間
関
係
の
「
自
分
ス

タ
イ
ル
」
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て

割
り
切
っ
て
仕
事
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

そ
れ
も
派
遣
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

　

人
間
関
係
は
自
分
に
と
っ
て
よ
い
刺
激
に
も
な
る
し
、

悪
い
ス
ト
レ
ス
要
因
に
も
な
る
わ
け
で
す
。「
職
場
の
人
間

関
係
」は
働
く
上
で
、
と
て
も
重
要
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
な
に
か
問
題
が
あ
れ
ば
、
派
遣
会
社
の
担
当

者
に
相
談
が
で
き
ま
す
。
直
接
職
場
の
上
司
に
言
い
づ

ら
い
こ
と
も
、
派
遣
会
社
を
通
し
て
、
不
平
不
満
や
、

改
善
し
た
い
こ
と
を
伝
え
て
も
ら
え
る
の
で
と
て
も

安
心
。
派
遣
ス
タ
ッ
フ
を
守
っ
て
く
れ
る
の
が
、
派
遣

会
社
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
「
派
遣
会
社
の
対
応
」
と
い
う
こ
と
も
上
位

に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
味
方
で
あ
る
こ
の
存
在
は
、
と
て

も
大
き
い
で
し
ょ
う
。
キ
ャ
リ
ア
の
問
題
や
、
職
場
の

悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
る
存
在
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

派
遣
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、
力
強
い
支
え
と
な
り
ま

す
ね
。
派
遣
会
社
の
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
利
用
し
て

い
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
働
き
方
に
も
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
必

ず
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送
り
た
い
の

か
、
何
を
優
先
し
て
働
き
た
い
の
か
を
決
め
て
い
く
こ
と

が「
な
り
た
い
自
分
」を
手
に
入
れ
る
近
道
で
し
ょ
う
。

「
な
り
た
い
自
分
」に
近
づ
く
チ
ャ
ン
ス
。

私
流
ス
タ
イ
ル
で
満
足
度
ア
ッ
プ
!

　
「
労
働
時
間
・
休
日
数
」、「
生
活
の
充
実
感
」
で
満
足

度
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。「
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
」
を
実
現
で
き
る
、
こ
れ
が
派
遣
の
魅
力

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
生
活
の
充
実
っ
て
何
で
し
ょ
う
?

　

充
実
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

充
実
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
幸
せ
だ
と
感
じ
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
「
幸
せ
」
と
感
じ
る
こ
と

は
「
な
り
た
い
自
分
に
」
近
づ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
感

じ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
派
遣
ス
タ
イ
ル
は
、「
な
り
た
い

自
分
」
に
向
か
っ
て
い
く
た
め
の
、
仕
事
と
生
活
の
ス
タ

イ
ル
を
自
ら
創
り
上
げ
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

派
遣
ス
タ
イ
ル
を
選
択
す
る
理
由
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
自
由
度
と
柔
軟
性
」
で
し
た
ね
。
こ
こ
に
価
値
を

見
出
し
て
も
ら
え
る
と
、
派
遣
充
実
度
は
ア
ッ
プ
し
ま

す
よ
。
み
な
さ
ん
が
望
む
ス
タ
イ
ル
を
具
体
的
に
描

き
、
一
つ
ひ
と
つ
を
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に
、
自
由

に
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
の
が
派
遣
で
す
。
そ
し
て

な
り
た
い
方
向
性
が
途
中
で
変
更
し
て
も
、
柔
軟
に
対

応
が
可
能
な
こ
と
も
派
遣
ス
タ
イ
ル
の
魅
力
で
す
ね
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
で
も
軌
道
修
正
で
き
る
よ
う

に
「
な
り
た
い
自
分
」
を
描
き
続
け
る
こ
と
が
大
切
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
職
場
の
人
間
関
係
」
の
満
足
度
も
高
い
で
す
ね
。

自
分
に
と
っ
て
人
間
関
係
が
円
滑
な
職
場
に
い
た
い

で
す
よ
ね
。
円
滑
な
人
間
関
係
が
あ
れ
ば
、
仕
事
が
ス

ム
ー
ズ
に
、
効
率
よ
く
運
び
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
派

　

派
遣
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
仕
事
の
時
間
と
自
分

の
時
間
を
き
っ
ち
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

派
遣
は
、
契
約
期
間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
期
間

内
に
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
と
い
う
短
期
目
標
が
あ
る

の
で
、
自
分
で
も
生
活
設
計
が
立
て
や
す
い
で
す
ね
。

気
持
ち
も
ダ
ラ
ダ
ラ
せ
ず
に
割
り
切
る
こ
と
が
で
き

る
、
こ
れ
が
派
遣
の
魅
力
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
や
す
い
。
仕
事
の
後
は
、

お
稽
古
事
に
行
き
た
い
、
休
日
は
仕
事
の
こ
と
を
忘
れ

て
、
思
う
存
分
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
、
ま
た
、
育
児

や
家
事
を
両
立
し
た
い
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
ス
タ
イ

ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

好
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
る
た
め
に

は
、
自
分
が
ど
う
あ
り
た
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

　

せ
っ
か
く
、
充
実
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
持
て
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
時
間
も
有
意
義
に
過

ご
せ
る
と
よ
い
で
す
ね
。

　

楽
し
い
充
実
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
送
る
こ
と
が
、

仕
事
へ
望
む
姿
勢
を
前
向
き
に
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

派
遣
ラ
イ
フ
を
可
能
に
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

■ 仕事と生活を比べると、どちらを重視していますか

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

生活重視
17 . 9％

仕事重視　4 . 7％

どちらかというと生活重視
38 . 7％

どちらともいえない　20 . 7％

どちらかというと仕事重視　17 . 9％

●半分以上の派遣スタッフたちが、「仕事重視」よりも「生活重視」

を考えています。

●時間内はプロとして働くのは当たり前。そしてそれ以外の時間は、

プライベートの時間として、大切に過ごすことが可能。しかし正社員

となると、残業が続いたり、いろいろなお付き合いがあったりと、な

かなか仕事と生活の線引きができにくい場合もあります。それに比

べて、派遣の場合は決まった時間、決まった期間で働くわけですから、

プライベートまで侵されることはない。だからこそ「生活重視」スタ

イルが実現可能となるわけです。
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 ポイント数

 61.2

 7.1

 23.6

-37.3

 67.6

 32.1

-21.6

-18.2

 40.5

-48.0

 16.9

6  1~5を手に入れた自分を具体的にイメージしてみましょう。

10  「なりたい自分」のイメージができたら、　　具体的な「なりたい自分」を手に入れるため行動しましょう。

派遣を活用してなりたい自分を手に入れる方法

下記の10項目の質問に対してよく考えて、自分のなりたい姿を具体的に書き出しましょう。
書き出して、しっかりとイメージすること。それが輝く自分を手に入れる近道となりますよ。

●満足度のポイントが高い事柄は、「労働時間・休日数」そして「生活の充実

感」。労働時間や休日休暇を満足しているというのは、最初の「派遣の選択理

由」の中の「働く期間・時間を自分で決められるため」ということにつながり

ます。派遣スタッフたちは、自分で決めていくことができる派遣スタイルに満

足しているようです。

自分が希望する労働時間で、仕事の後はしっかりと自分時間を作れる。そして、

土日、祝日は必ず休みを取ることができれば、生活も充実したものとなるでしょう。

次に多いのが「職場の人間関係」。束縛されずに割り切ることが可能なのが、

派遣スタイルです。

●満足度のポイントが低い事柄は、「雇用の安定性」。派遣という働き方のイ

メージの調査でも、「不安定な働き方」という結果が高い割合となっています。

これは派遣スタイルを選択したことで、仕方がないことかもしれません。「安

定」を望めば「自由」が減ります。この 2 つは裏表の存在。両方望むことは

なかなか大変かもしれません。正社員になれば安定がありますが、自分から

希望して勤務時間や休日を選択することは難しく、自分でスタイルを決めてい

くという自由度は大幅に減ります。派遣であれば、選択の自由度はアップします。

　

満足 まあ満足 どちらでもない やや不満 不満

■ 派遣で働いていることの満足度について

生活の充実感

やりがい

仕事の内容

収入

労働時間・休日数

派遣会社の対応

教育訓練・能力開発

福利厚生

職場の人間関係

雇用の安定性

派遣という働き方

0 20 40 60 80 100
（％）

14 . 61 4 . 6 5 1 . 1 1 9 . 9 9 . 6

7.4 3 3 . 7 2 8 . 2 2 0 . 3 10 .5

8.7 3 8 . 9 2 7 . 0 1 8 . 2 7 .2

2 6 . 7 1 8 . 0 2 9 . 0 21 .9

20.5 4 5 . 7 1 9 . 0 1 0 . 6 4 .2

15.0 3 6 . 7 2 3 . 2 1 5 . 4 9 .6

1 4 . 8 5 2 . 0 1 8 . 1 12 .1

2 0 . 2 3 9 . 4 2 1 . 2 13 .9

13.6 3 8 . 6 2 9 . 4 1 1 . 7 6 .8

1 8 . 7 2 7 . 8 2 5 . 2 24 .5

8.4 3 4 . 5 3 2 . 5 1 5 . 0 9 .7

4 . 8

4.4

2.9

5.3

3.8
満足の割合（％）×　2

まあ満足の割合（％）×　1
どちらでもないの割合（％）×　0

やや不満の割合（％）×－1
 不満の割合（％）×－2

合計

＋

※ポイント算出式：

※満足度指数（ポイント）の算定は、回答者の中に占める各満足・不
　満足の度合いを選択した人数の割合（%）を出し、一定の指数を乗
　じて、それぞれを合計した数値である。計算上は、最大 +200 か
　ら最小－200 の幅がある。

1  希望する勤務時間・勤務地は?

2  希望する休日は?

3  希望する仕事内容は?

4  希望するプライベートは?

5  理想とする仕事と生活のバランスは?

7  6の自分に向かうためにまず、
　　できることを書き出して優先順位をつけていきましょう。

8  優先順位をつけた行動をいつから、どのようにしていけ　　ばよいのか、スケジュールを立ててみましょう。

9  スケジュールに無理がないか、もう一度考えてみましょう。

自分が働く職場を
イメージしてみましょう。

ライフスタイルを
イメージしてみましょう。
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